岩国基地海兵隊員の女性暴行に抗議

地位協定の抜本改定を実現しよう!!

　１０月１４日午前３時過ぎ、米海兵隊岩国基地所属の海兵隊員４人が、１９歳の女性を集団暴行する事件が広島市内で起きました。米軍兵士による凶悪犯罪は、絶えることがありません。日本に米軍基地があり米軍兵士がいる限り、基地周辺の人々の生活は、常に犯罪の危険性に脅かされているのです。また米軍犯罪に対して日本政府が強く抗議しないことも、大きな問題です。日米両国政府に対して、私たちが強い抗議の声を上げましょう。

日米両国政府に抗議の手紙・ＦＡＸ・Ｅメールを送ろう

■抗議文（案）①（日本政府向け）

広島市で起きた、岩国基地所属の海兵隊員による、女性暴行事件に強く抗議します。絶えることのない米軍兵士による凶悪犯罪を、許すわけにはいきません。私は日本政府に対して、以下を要請します。

①容疑者の米軍兵士を、日本の法律に基づいて徹底的に調査し、厳正な処罰を行うこと。

②被害を受けた女性の心と身体の回復に十分配慮し、また謝罪と補償を行うこと。

③米軍兵士犯罪の温床となっている、日米地位協定を、抜本的に改正すること。

■抗議文（案）②（米国政府向け）

広島市で起きた、岩国基地所属の海兵隊員による女性暴行事件に強く抗議します。この間、貴国政府の高官が日米同盟の重要性を強調し、日本政府の対テロ戦争支援に感謝を表明しています。しかしそれが「口先だけ」であること、また日本を占領地同様に見ていることは、今回の事件で明らかです。

私は米国政府に対して以下を要請します。

①容疑者の米軍兵士を、日本の捜査当局に引き渡すこと。

②被害を受けた女性の心と身体の回復に十分配慮し、また謝罪と補償を行うこと。

③米軍兵士犯罪の温床となっている、日米地位協定の抜本的なに応じること。

④兵士に対して綱紀粛正をはかるとともに、人権や駐留国の理解に対する教育を十分に行うこと。

※抗議文を作成する場合は、例文そのままではなく、自分の思いを入れて書いたほうが効果的です。

■抗議先

●内閣総理大臣　福田康夫　様

住所　　　〒100-0014　東京都千代田区永田町２－３－１総理大臣官邸

FAX　　　０３－３５８１－３８８３

Eメール　首相官邸のサイトhttp://www.kantei.go.jp/
　　　　　→右上にある「ご意見募集／FAQ」をクリック

　　　　　→ご意見募集をクリック

●外務大臣　高村正彦　様

住所　　　〒100-8919　東京都千代田区霞が関２－２－１外務省

FAX　　　０３－５５０１－８４３０

Eメール　外務省のサイトhttp://www.mofa.go.jp/mofaj/
　　　　　→右側中段にある「アクションを起こす」をクリック

　　　　　→「ご意見・ご感想」をクリック

　　　　　→中段にある「ご意見・ご感想はこちらをクリック」へ

●防衛大臣　石破　茂　様

住所　　　〒162-8801　東京都新宿区市谷本村町５－１防衛省

FAX　　　０３－５２６９－３２７０

Eメール　infomod@mod.go.jp
●駐日米国大使　J・トーマス・シーファー　様

（米国大統領　　ジョージ・Ｗ・ブッシュ　様も同じ）

住所　　　〒107-8420　東京都港区赤坂１−１０−５　米国大使館

FAX　　　０３－３５０５－１８６２

●在日米軍司令官　空軍中将　ブルース・ライト　様

住所　　　〒197-0001　東京都福生市横田基地内建物番号７１４号

　　　　　　　　　　　在日米軍司令部広報部

※ＦＡＸ番号は分かりませんでした。郵便で対応してください。

●岩国基地司令官　海兵隊大佐　マイケル・Ａ・オハローラン　様

住所　　　〒740-0025　山口県岩国市三角町　米国海兵隊岩国基地

FAX　　　０８２７－７９－５５５４（報道部）
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